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新宿駅ビル地下の「ビア＆カフェ ベルク」。

「一流レストラン顔負けの素材を使ってい

るのにこの価格！」と思わず驚きの声を上

げてしまう、厳選された食材を使った本当

においしいフードを低価格で提供する小さ

なカフェ。一日の来客数が1500人以上

というのも頷けます。この店の副店長を勤

めているのが、本学短大の卒業生、迫川尚

子さん。この店の経営全般に携わりつつ、

14年間毎日仕事の合間をぬって新宿界隈

の写真を撮り続け、昨年初めて写真集『日

計り』を出されました。大御所写真家たち

から高い評価を受け、新聞や雑誌でも取り

上げられているこの写真集。卒業後様々な

仕事をこなしてこられた迫川さんの軌跡を、

写真集出版に至るまでの逸話を中心に語っ

ていただきました。

写真に出会うまで

―女子美の短大では衣服デザインを勉強さ

れていたということで、その頃から写真を

やっていらしたんですか。

迫川：小学生の頃から、妥協を許さないコ

コ・シャネルの生き方に憧れていたんです。

人間の体や立体的な造形にも興味があった

ので、大学の専攻は衣服デザインを選び、

卒業後はテキスタイルデザイナーとして子

供服のメーカーに就職しました。その頃は

すべて手書きで、一日中水玉を描いていた

り。4年ほど働いたんですが、田島征三さ

んの「しばてん」と長谷川集平さんの「は

せがわくんきらいや」という2冊の絵本に

出会いまして、それで突然、絵本出版社に

転職したんです。本当に思ったらすぐ行動

するタチなので。写真を始めたのはその後

です。その頃、岩手を旅行したのですが、

弟から奪い取った高級なカメラで、宮沢賢

治の詩に出てくる種山ヶ原を撮ったんです。

シャッターを押した瞬間に、何か得体の

しれないものが入りこんでくるような感覚

に襲われて。帰ってから、「写真って何だろ

う？」と初めて考えました。神保町の古本

屋さんで東松照明さんの「日本」という写

真集を3万で買いました。「写真でこんな

ことができるんだ」と感銘を受けて。それ

から現代写真研究所が毎年出している「視

点」を本屋さんで見つけたんです。それま

で見てきたものとはまたちょっと違うタイ

プのモノクロ写真ばかりで、とても気にな

って。すぐに電話をして見学に行って、即、

入学を決めてしまいました。働きながら、

夜間のクラスに週1回通ったんです。モノ

クロは、自分で焼けるというのがまず大き

な魅力ですね。一から教わって、自宅の台

所を暗室にしたんです。お風呂場か台所か

悩みましたが、お風呂に入れなくなるのは

さすがに困るので。研究所には4年間通い

ました。

一日でも長くお酒が飲みたい

迫川：出版社に勤めつつ写真が楽しくなり

始めた頃、ベルクの店長に、「一緒にやらな

いか」と声をかけられました。出版の方を

続けたかった私は、最初は断ったのですが、

最終的には、写真と店を両立することを決

めてベルクを始めました。店が軌道に乗る

までの3年間は、朝から夜までひたすら雑

務に追われっぱなしの毎日でしたね。でも

この世界に入るまで、まさか自分が調理と

真剣に向き合うとは思ってもみませんでし

た。

―お店で出しているパンやソーセージ、チ

ーズ、コーヒーなど、素材にすごくこだわ

っていらっしゃいますよね。どのようにし

て探されたんですか？

迫川：店が新宿駅構内にあるので、物も人

も集まりやすいというのはありますね。売

りこみもありますが、こちらから職人の腕

に惚れこんで出向く場合もあります。私た

ち自身には何の後ろ盾もありませんが、や

はり場所の威力ですか、そこで何か面白い

ことをやりませんかともちかけると、のっ

てくる可能性が高い（笑）。職人は頑固で

すからねーなかなか譲ってくれないことも

ありますが、そこは情熱で押し倒して（笑）。

―材料にとてもお金をかけていらっしゃる

のに、値段的にはものすごく抑えて提供し

ていますよね。

迫川：薄利多売なんです。でも、これだけ

多くのお客様に支えられなければ、ありえ

ないことですよね。

―調理師免許や 酒師の資格ももっていら

っしゃるそうで。

迫川：店での経験が生きました。調理もそ

うですが、お酒も、結局ノウハウなんてな

いじゃないですか。何か新しい発見はない

か。それをお客様やスタッフと分かち合う

のが好きなんです。 酒師の資格も、最終

的にはそういうところが問われるんですね。

とにかく一日でも長くおいしくお酒を飲み

たい（笑）。食へのこだわりも、結局私の

場合、そこからきているかもしれません。

森山大道さんにご挨拶に行かな
ければと

迫川：店が年中無休で、私自身が年に2、

3日しか休みをとらないので、毎日新宿に

へばりついているような状態です。ただ、

写真はやりたい。なので写真は仕事をちょ
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こちょこ抜け出して撮りました。13年分

ほど撮りためて、何らかの形にしたいと考

え出していた頃、現代写真研究所の先生で

もある金瀬胖さんから、「写真集を作らない

の？」と聞かれまして、そこから始まった

のですが、「ああ、きたきた、待ってました！

あなたのような協力者を。」という感じで

したね（笑）。ダンボール10箱分の写真を

焼きまして、金瀬さんのお宅に送って、編

集作業が始まったんです。3作目のダミー

本を、写真家の森山大道さんに見ていただ

こうと思いました。私の写真は「新宿」じ

ゃないですか。これはやっぱり『新宿』を

出された森山さんにご挨拶に行かなければ

いけないと思いまして。お会いしたかった

というのもあるのですが、ご連絡をして、

何とかお時間を作っていただいたんですね。

その時に、「おー」とかいい反応をしてくだ

さって、その場で、「もし写真集が完成した

ら「帯」書いていただけませんか」といっ

てみたら「いいですよ」と。あれー（笑）。「え

ー、森山さん、大丈夫ですか、本当にいい

ですか。もうノートに書いてしまいました

からね。」とか言って『帯、森山大道』と、

ちゃんと自分のノートに書いて・・・。

―「寺山修司が新宿のネルソン・オルグレ

ンならば、迫川尚子は新宿のヴァージニア・

ウルフである。」と。この帯文は、森山さ

んご本人に聞いたんですか？　

迫川：校正刷りを見ていただいたときに、

森山さんがご自分で鉛筆を出して、その場

で書いてくださったんです。森山さんと寺

山修司さんの関係というのは伝説じゃない

ですか。だから、この言葉をいただいた時

には、ちょっと驚きました。森山さんは、

「今、浮かんじゃったんだよね、どう？」

とおっしゃっただけ。でもその後、いただ

いたお葉書に、「ヴァージニア・ウルフのデ

リカシーに近かったので」と。

さんに本を借りる

―写真集の別冊付録には文芸評論家の 秀

実さんの文章も寄せられていますよね。

迫川：『日計り』を作っている時には、今

まで自分に起こったことが全部一つにつな

がっていくような感じがしました。一つに

は、山本陽子さんという詩人の詩の中に「空

隔」という言葉があるのですが、その言

葉が頭から離れなくて、彼女の絶版になっ

てしまった詩集をどうしても読みたかった

んです。ちょうど 秀実さんに、山本陽子

論があるのを知ったんですね。寄れば容赦

なく斬られそうな評論家の さんに、詩集

をお持ちですか？といきなりお電話をして

（笑）。実際にお会いしてみると、とても気

さくな方で、貴重な本をすんなり貸してく

ださったんです。ダミーをお見せしたら、

さんが、「これは新宿の空隔ですね」と言

ってくださり、文章もお願いしたら「いい

ですよ」と（笑）。文章を書いていただい

た英伸三さん、平井玄さん、鈴木一誌さん

のところへも直接お願いしに行きました。

付録といっても23頁あって、執筆陣はそ

うそうたる顔ぶれですし、これだけでも絶

対お買得だと思いますよ（笑）。

ダンボールハウス村に通う

―西口のダンボールハウスのあたりもたく

さん撮っていらっしゃいますが。

迫川：たしか89年の成人式の日、浅草の

場外馬券売場の前に座っていたおじいさん

を撮らせていただいたんです。その方に、

「もし、私みたいなのを撮りたいのだった

ら山谷に行きなさい」って言われたんです

よ。私、山谷という言葉すら知らなくて、

地図にものってなくて。その後カメラを持

って行ってみたんですが、もう、とてもと

ても、鞄からカメラを出すような空気では

なくて、1枚も撮れずに帰ってきました。

それがずっと心に残っていたんですよね。

失業者の現状などについてはずっと本や情

報誌で追っていました。96年の1月24日

に新宿でホームレスの強制撤去があって、

早朝のテレビのニュースで流れたんです。

すぐに見に行ったら、お巡りさんやホーム

レスでごった返しているんですよ。思わず

撮りまくっていました。西口のダンボール

ハウス村には毎日通いました。そこの住人

たちと他愛ないおしゃべりをしたり、お菓

子をごちそうになったりしながら撮った写

真ですね。97年の火事でなくなるまで、

そこには郵便も届いたんですよ。ホームレ

スの支援者や取材の方たちと路上写真展を

やったりもしました。

気配に誘われてシャッターを押
しているところも

―迫川さんの写真を見ていると、たった

10年程前の写真とは思えないものがほと

んどなんですが、でも90年代の写真なん

ですよね。

迫川：ちょうど60年代、70年代の面影

がまだ残っていたんですよ、駅の南口のあ

たりなどに。92～ 93年ぐらいにたぶん、

取り壊されたと思います。ここは、もっと

もっと撮りたかったんですよ。ギリギリ残

っていたところですよね。

―60、70年代の面影がある程度残ってい

るところを選んで撮っていたりも？

迫川：そんな意識はないのですが、とにか

くその場所に惹かれました。なんでだ、と

言われると困っちゃうけれど。何となく、

「気配」に誘われてシャッターを押してい

るところはあるかもしれません。人がいな

くても人の気配だとか、猫がいないけれど

猫がいた気配だとか。それを、私の中では

やっぱり「空隔」と言っているんです。例

えば、人と話すときってバリアーを張るじ

ゃないですか、どんな人でも。その人自身

にその人の本質があるという訳ではなくて、

そのバリアーを張っているところあたり、

ちょうど境目のあたりに、ふわふわっと、

あれ？この人？といえるような、いえない

ような何かが漂っていることがあるのね。

そういったことかな？　なんて、後から自

分で分析しているんですけど、でも、よく

わからないんです、本当は（笑）。とにかく、

気になるものを撮ったという･･･。
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写真集を出して、また新しいこ
とが起こっているんです。

迫川：この写真は高田馬場のお豆腐屋さん

です。撮らせてもらった写真は、ご本人に

渡せるものなら渡したいのですが、なかな

かそうもいきません。この写真も、偶然通

りかかった場所だったので、後からどこで

撮ったのかもわからなくなってしまってい

たんです。ところが、このお豆腐屋さんの

甥っ子さんが『日計り』を取り上げた新聞

の記事でこの写真を見て、お電話をくださ

ったんです。四十何年間続いたお店が今月

で閉じることになって、「記念にこの写真を

おじさんにプレゼントしたい」と。マスコ

ミに出て思いもかけない反響がありました

ね。写真集を出したことによって、何かま

た、新しいことが起こっているんですよね。

ギャラリーの仕事

―ベルクの壁をギャラリーとして使って、

月替りの写真展をされていますが、写真家

の方をどのように選ばれているんですか。

迫川：店の壁だけは何か解放区のようにし

たくて、ベルクをはじめて5年ほど経って、

本橋成一さんのオリジナルプリントをご自

身の提案で飾りました。それがきっかけで

すね。テーマもいきなりチェルノブイリで

したからね。飲食店だからといって特別な

規制をしたくはないですね。むしろ普通お

店で飾らないような写真もベルクでは飾っ

てみたいと思っています。とにかく写真に

対して貪欲なので、私自身がいろいろな写

真を見てみたいんです。写真のコーディネ

ートと写真家は両立しない、と昔、写真家

のキム・チョンゴンさんに言われたことが

ありますが、私としてはやっているつもり

ですが、どうでしょう、キムさん！（笑）

厳しいことを言ってくれる人は
減っていく（笑）

迫川：大学時代は寝るのがもったいない

ほど夢中でしたね。あの頃は仲間と何でも

やれる気がしていました。ファッションシ

ョーを毎年学園祭でやるときの、あのエネ

ルギーはすごかったですね。私たちは授業

以外にも、他の美大の友人たちと芝居やシ

ョーを企画したりしていました。三日くら

い徹夜して、自主休講で衣装を仕上げたり

（笑）。先生方はとても厳しかったですが、
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あの厳しさが今思えば本当にありがたいです。

―女子美の後輩たちに何か、メッセージと

かございますか。

迫川：私はかなり無茶をしたので、お手本

になるかどうかわかりませんが、あえてい

えば、いつかやるのではなく、今やる。目

の前のやれることを。広く浅く何でもやる

よりは、ひとつのことを掘り下げた方が、

全く別の所で深く掘り下げた人ともそのレ

ベルで話ができるし、かえって世界が広が

るような気がします。だからやれることは

迷わず、これでもかっていうぐらいにとこ

とんやってほしいですね。

　それと、自分にとって一番厳しい言葉に

こそ耳を傾けたい（笑）。やっぱり年を重

ねるごとに厳しいことを言ってくれる人は

減っていくし、言われるのも嫌になってく

るんですよ。若いうちは若いというだけで

言いやすいし、言われやすいの。それがあ

る時難しくなる。その時に気をつけなけれ

ば。幸いなことに、私はまだ周りが厳しい

方ばかりなので（笑）。

　あと、相棒を見つけるというのもいいか

もね。友達でも恋人でも、パートナーでも

何でも。自分の投げた球を絶対に受けとめ

てくれる。そして、自分も相手の球をちゃ

んと受けとめられる。そういうキャッチボ

ールができる相手が1人でもいると人生一

味違う気がします。

―今後何か、新たにやってみたいことなど

はありますか。

迫川：やっぱり、この写真集の最後に2作

目もよろしくね、と書いてしまったので

（笑）。2作目は何とか出したいと思ってい

ます。

　半身浴を始めたんですよ。お風呂場に機

材を持ちこんで、今まで見れなかった分を

取り戻そうと毎日映画を見ています。ソク

ーロフとかコスタとか、世界にはこんなこ

とをやっている人がいるのかと思うと、私

もうかうかしていられないな、次は何をや

ろうかな、と。次から次にやりたいことが

出てきます。まだまだ時間が足りないくら

い（笑）。

 （インタビュー・文：広報課　林 亜紀子）

迫川 尚子 (さこかわ　なおこ )

鹿児島県種子島生まれ
女子美術短期大学造形科 衣服デザ
イン教室卒業
「BEER & CAFE・BERG」副店長
写真家

〔写真〕
表紙 1994年 甲州街道付近
P2 1996年 新宿駅西口ダンボールハウス村
P3  1996年 西口地下インフォメーション前広場
P4 1992年 新宿駅旧南口広場
 1993年 ルミネ横
 1992年 高田馬場3丁目
P5 1999年 歌舞伎町1丁目

BEER & CAFE・BERG店内（新宿東口）
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Topics 1「タイポグラフィ・タイプフェイスのいま。デジタル時代の印刷文字」

対談：森啓教授×伊勢克也教授

伊勢：まず、正直、これはもう聞けないか

もしれない貴重なシンポジウムだ、と思い

ました。展覧会も、文化的・知的な資料と

して、たいへん重要だったと感じます。

森：私がプロデューサーの役割を担ったの

で、最初に企画の理由をお話しましょう。

　最近では、携帯画面にみられるような情

報伝達のための文字が意識され始めました

が、日本の文字、特に印刷文字については、

あまり総合的に論じられてきませんでした。

そこで、複数のデザイナーの書体を一堂に

集めて比較検討し、文字を組むタイポグラ

ファーに出席していただきタイプフェイス、

タイポグラフィの課題を、広く検討する必

要があるな、とかねてから思っていました。

　ひとつは時期的な理由です。現在、活版、

写真植字、デジタルという、3つの印刷シ

ステムが揃い、最初の金属活字を使った活

版印刷が忘れ去られる前に、課題を整理し

ておく必要があるな、と。

　二番目に、タイプフェイス・デザイナー

の世代交代期でもあります。活字を知って

いて、なおかつ写植を経て、デジタル・フ

ォントまで設計した人たち…今回のシンポ

では小塚昌彦さんや筆書きの篠原榮太さん

ですが、彼らがそろそろ70代です。その

人たちがリタイアする前に、伝えるべき情

報が伝承されるべきだと考えたのです。

　また、書体デザインは、昔は印刷業界の

字彫り職人さんや写植の文字書きの人たち

の仕事でしたが、近年のタイプフェイス・

デザイナーは、多摩美と武蔵美の関係者が

ほとんどでした。女子美は書体設計の分野

ではあまり役割を担ってこなかったが、か

えってニュートラルな立場で、総合的な討

論の場を提供できるのではないか、と考え

ました。

書体を作る側と使う側のイン
タラクション、社会的な意義も
探求したシンポジウム

森：書体というと、見出しや広告など商業

シーンに送り出されるデザインばかりに社

会の注目が集まりますが、一番重要な本文

書体、テキストの基本的な文字を設計して

いるタイプフェイス・デザイナーたちに、

仕事の全体像を披露してもらいたかったん

です。日本の漢字は印刷用に使われている

ものだけでも5万字を超します。最近はフ

ォント作成支援ソフトのおかげで少しは仕

事が楽になりましたが、今度は個性的な文

字を作ろうとした場合に、イメージを形に

できる才能を持った人が経験を積み、60

歳から70歳でひとつの書体を作るといっ

た、高度な完成度が要求されています。

　今回のシンポジウムでは、この本文書体

の設計家で、個人またはグループで活動さ

れてきた5人を招聘しました。それから、

書体を使う側のタイポグラファーとも相互

に討論する必要があると思い、やはり5人

のデザイナーに来てもらいました。伊勢先

生には、アイデア・ソースと自分の関わり

や、デザイナーとして文字を作るときに何

が必要かを、学生たちに伝えていただこう

としました。

伊勢：僕自身、なかなか書体設計の世界の

情報がないな、どのように書体ができたん

だろう、と思っていたんですが、作ったご

本人を前にして、もう ｢ナール ｣とか ｢ゴ

ナ ｣って、呼び捨てにできませんね（笑）。

展覧会場でも、｢ナールっていうのは、中

村征宏さんっていう人が作ったんだー ｣な

どの声が聞こえました。日本の近代デザイ

ンの重要な部分が情報として抜けていたわ

けで、今回の企画がその空白を埋めたとい

えます。

森：何よりも、空気のような存在の、場合

　2004年12月4日㈯、相模原キャンパ

スにおいて、日本のタイポグラフィとデザ

インの歴史から将来までを論じる大型シン

ポジウム ｢ タイポグラフィ・タイプフェ

イスのいま。デジタル時代の印刷文字 ｣が

開催されました。柏木博氏による基調講演

に始まり3部、6時間半に渡る講演を、約

400人の聴衆が傾聴しました。

　第1部は ｢印刷書体設計の回顧と展望 ｣

と題し、日本を代表する書体設計家5氏－

－桑山 弥三郎、中村 征宏、篠原 榮太、鳥海 修、

小塚 昌彦の各氏－が、金属活字から写真

植字、デジタル・フォントへといたる3時

代を見渡しながら、アルファベット書体に

比べて課題の多い日本語の書体設計につい

て制作過程や背景を披露されました。続く

第2部 ｢デジタル時代のタイポグラフィ　

使用書体を語る ｣では、タイポグラフィを

使う側の立場からデザイナー5氏が、デザ

インの現場での書体と創造性について語ら

れました。最後に第3部 ｢デジタル時代の

印刷文字 ｣で、書体設計家、デザイン評論家、

デザイナーの6氏が、 歴史･社会的視点も

ふまえた電子時代の文字の姿を、様々な角

度から討論されました。また、2004年11

月17日～12月20日には、相模原キャン

パスの女子美アートミュージアムで、第1

部で講演された書体設計家5氏の展覧会も

開催され、好評を博しました。

　ここでは、今回のシンポジウムの企画か

ら実現にいたるまでの中心を担われた森啓

先生と、デザイナーとして発言された伊勢

克也先生が、シンポジウム後に行った対談

をご紹介します。

伊勢克也（いせ かつや）
本学短期大学部　造形学科デ
ザインコース教授
1960年　岩手県生まれ
1984年　 第5回日本グラ

フィック展大賞
1985年　 東京藝術大学大学

院美術研究科修士
課程修了　修了制
作買い上げ

1994年　 東京タイポディレ
クターズクラブ年
鑑会員の部　銀賞

展覧会風景
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によっては新聞なんかだと足で踏んでいる

ような（笑）印刷の書体が、実はどこかの

人が精魂込めて書いた文字だということに

参加者の多くの方が気づいたことはすごく

大きなことですね。

伊勢：もっともっと、書体の重要性を世の

中に広く知らしめたほうがいいですね。

森：そうです。広く社会的な意味づけも欲

しくて、柏木博さんら研究者の方に、日本

の文化や歴史のどこに、タイプフェイスや

タイポグラフィは位置づけられるか、につ

いても語っていただいたんですね。

伊勢：学生にとっては少々レベルの高い内

容だったと思います。学生のときは感覚的

なことにはすぐ反応できますが、構造とか

論理になると弱いんです。でも、午前中か

ら聞いていた学生はかなり驚いていました

ね。｢何万字も手で書いたんだ！ ｣と。そ

の仕事をした人が目の前にいるリアリティ

ですね。それから、実際に ｢タイポバンク

｣などで文字の仕事をしている卒業生も来

て、改めて自分の仕事を振り返った、と。

森：現場のプロレベルに照準を合わせたほ

うが、社会的関心も広く集まり、実際に仕

事をしている卒業生やデザイナーたちも来

てくれるだろう、と思いました。｢タイポ

バンク ｣というのは、桑山弥三郎さんと武

蔵美の卒業制作で ｢タイポス ｣を作った4

人のうちの、林隆男さんが作られた会社で

すね。

伊勢：ヒラギノ・シリーズや游明朝体を作

った鳥海修さんの ｢字游工房 ｣と、｢タイ

ポバンク ｣が組んで仕事をするような新し

い流れも、デジタル化の中でありますね。

森：今は、同じようなコンピューター・シ

ステムでデザインするので、共通の場にノ

ウハウを持ち寄って仕事をしよう、という

動きも出てきたんですね。コンピューター

技術はある種の開放性を持っていて、その

先は本当のイメージ勝負になりますから、

個々のアーティストはやりやすくなるだろ

う、未来はその点で開けていくと思います。

日本語のタイポグラフィとその
未来

伊勢：活字から写植、デジタル・フォント

の時代へと移るなかで、効率だけを追い求

めがちという近代化のマイナス部分を日本

の文字が逃れ、地道な作業の中で、漢字の

｢美しさ ｣とかロマンチックな部分も残さ

れてきたことは奇跡的だと思います。

森：中国でも簡体字を使用しているし、韓

国は、国家主導でハングル文字を導入した

ので漢字の使用が減少しました。漢字文化

圏では日本だけが、元々の形で漢字を残し

てきたといえるでしょう。それから、日本

語は漢字かな混じりなうえに、新しい外来

語はカタカナ表現してしまうという、包容

力の広さがありましたね。最近は、明朝体

が嫌いな子どもが多いと言いますが、その

子たちが魅力を感じる新しい書体ができて

もいいと思いますね。

伊勢：シンポジウムでは縦組、横組の話も

出ましたが、雑誌などは動くメディアです

から、文化的にある書体がそぐわなくなっ

てくることもありえるし、文字の形も動い

ていくのではないでしょうか。

森：そうですね。今までは、印刷など技術

的な制約に文字が抑えられていたんです。

日本語は文字の数が多いため、明朝体だけ

でも設計に一生を費やさなければできなか

ったので、印刷会社や新聞社でも自分のと

ころの書体しか作らないという環境だった。

それが、コンピューター・エイジになって、

今度は多くの書体を技術的な負担なしに設

計できるようになった。コンピューター時

代の本当の豊かさという選択肢を増やして

いけば、その中で良いものと悪いものも自

然に決まり、ある書体がひとつの文化を創

っていくこともできるでしょう。「ケータ

イ」の文字が、自分たちにとって本当に良

い文字かどうかなど、見る側、つまりデザ

インを享受する側が、身近な書体を検討す

る目を持ち、自分の選択の持ち札を増やす

ことが必要になってきます。

伊勢：シンポジウムで、日本語にとって重

要なのは、デジタル化によって文字が ｢民

主化されたこと ｣だという発言もありまし

た。ワープロやPCで誰もが文字が打てる

ようになった。文字数の少ない欧米ではタ

イプライターで一般の人も昔から文字を打

っていたかもしれないけれど、日本ではや

っと最近です。未発達な部分も多く、組版

や書体の禁則もまだあるようでないですね。

森：高校生の言葉使いに顕著なように、言

語というのはある程度、流動的です。ただ、

｢書く ｣言葉はもう少しルールがあっても

良いのではないか、という考え方が西洋社

会のオーソグラフィ（正書法）ですね。日

本でも出版社や新聞社内部にオーソグラフ

ィ的なルールがありますが、そういうハウ

スルールを一般の人も、家庭ごとに作る時

代が来るのではないか。その段階で、そう

した窮屈なルールはやはり要らないとか、

あるいは何が大事か、とみなさんが考え始

める時期が来るでしょう。ただ、自分なり

の選択眼というのは、見ているだけでは身

につかない部分もあって、女子美生のよう

に自分の手で作業することは重要です。一

度でも自分で書体を書けば、見る側から作

る側にまわることができますから。

伊勢：書体を書いて、組んでみる。実際に

文字を組むのは、僕らが学生の頃の方が難

しかったんですよ。漢字のタイプライター

で打って、スペーシングを見ながら、一字

一字切り貼りしていた。今はコンピュータ

ー上で、全体を目で確認しながらできます。

森：トレーニングの過程では、目で見て、

手が言うことを聞いて、それをまた目に戻

す、と時間がかかりますが、今はマウスひ

とつでもそのような作業ができますから、

学生さんにはできるだけ何度も、自分の目

と手で良いデザインを作る過程を、経験し

てほしいですね。

伊勢：書物でもパンフレットでも、精魂が

込められた、｢気持ち ｣を感じるものに出

会うと感銘を受けます。日本語の言語構造

は複雑ですが、デジタルの技術が一般化さ

れてきて、そのテクノロジーをうまく使い、

タイポグラフィや文字の使い方が面白く、

美しくなっていけばいいな、と思いますね。

＜シンポジウム　参加者紹介＞
｢ タイポグラフィ・タイプフェイスのいま。

デジタル時代の印刷文字 ｣
基調講演：｢書体デザイン　回顧と展望 ｣
　　　　　柏木博
第1部：｢印刷書体設計の回顧と展望 ｣
　　　　 桑山弥三郎、中村征宏、篠原榮太、鳥

海修、小塚昌彦　以上5氏
第2部：｢ デジタル時代のタイポグラフィ　

使用書体を語る ｣
　　　　 伊勢克也、小泉均、小山壽久、中川憲造、

林規章　以上5氏
第3部：｢総括　デジタル時代の印刷文字 ｣
　　　　 臼田捷治、柏木博、後藤吉郎、小宮山

博史、山本政幸、永原康史　以上6氏

森啓（もり けい）
本学大学院教授
1935年　東京生まれ
1962年　 日本大学芸術学部

卒業
　桑沢デザイン研究所講師、
武蔵野美術大学造形学部講
師、千葉大学工学部画像応用
工学科講師、明星大学日本文
化学部教授などを歴任。デザ
イナーとして、グラフィック・
編集・ブックデザイン、タイポグラフィ、書体設計などの
分野で活躍。また、近代デザイン、印刷デザイン、印刷技術、
出版史などを研究。著作に『写植教室』（1965）、『私観
戦後グラフィックデザイン』（1971）、『世界デザイン史』
（1996）、『活版印刷技術調査報告書』（2002）など。
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横井和子さん 製作風景

1 横井玉子先生の胸像が完成
　2004年10月28日、生誕150年を記念し

て、女子美の創立者の一人である横井玉子先生

の胸像の除幕式が、杉並キャンパスで行われま

した。除幕式には先生のご子孫にあたる横井和

子さん、胸像の制作を行った立体アート学科の

津田裕子教授他、関係者が出席し、大勢の同窓

生・教職員に見守られる中、凛とした佇まいが

印象的な横井玉子先生の胸像が披露されました。

横井和子さんからは「玉子さんのお噂は祖母か

ら聞いており、本当にお慕いしておりました。

玉子さんのお墓は東京芸大の寄宿舎から近かっ

たため、いつも何か辛い事があったり、試験の

前にはしょっちゅうお参りをしており、玉子さ

んは私にとっても非常に懐かしい方です。横井

家で横井姓を名乗るのは私が最後となります。

全て佐藤志津様のお力があって今日がございま

すが、昔の苦労していた時代の事を、皆様が労

い、このような胸像を設置してくださったこと

を、子孫といたしまして熱く御礼申し上げます」

との謝辞が述べられました。なお11月9日に

は相模原キャンパスの、女子美アートミュージ

アムにてピアニストでもある横井和子さんのピ

アノリサイタルも開催されました。

3 杉並区の他大学の図書館利用が可能に
　図書館では昨年7月、学生、教職員の研

究支援を促進し、地域に根ざした生涯学習

機関となることを目指し、杉並区立図書館

を中心として、杉並区に所在する大学・短

期大学図書館（女子美術大学図書館、明治

大学和泉図書館、高千穂大学図書館、立教

女学院短期大学図書館、東京立正女子短期

大学図書館）が連携する「杉並区図書館ネ

ットワーク」に調印しました。これまで他

大学図書館を利用する際に紹介状の発行が

必要でしたが、本ネットワークに加盟する

大学図書館であれば、11月からは事前の

手続きがなくとも利用できるようになり、

利便性が向上しました。また、杉並区民へ

の図書館利用開放も8月から既に始まり、

美術に関心の深い方から利用いただき好評

を博しております。現在は閲覧や貸出に限

られていますが、今後は加盟機関による講

演会、資料展の開催等も企画しつつ、さま

ざまな人的交流の輪を広げていくことにな

ります。 （図書情報センター）

2 広州美術学院で出張講義
　メディアアート学科は、設立初年度より

中国の広東省広州市にある本学の協定校、

広州美術学院の新媒介（メディアアート）

学科と交流を進めてきました。2001年

の初年度には5名の本学教員が広州を訪れ、

講演会や実習を担当しました。今年度は9

月6日から10日までの5日間、羽太謙一先

生と私が出張授業を行ってきました。

　羽太先生は三次元バーチャルリアリティ

ーの元となる空間モデリングを課題にされ

ました。二十数名の学生達が最新のパソコ

ンで三次元 CGに取り組み、あらかじめ

大きさを統一した仮想の空間を部屋に見立

て、その内部を学生が個性的にデザインし

ます。最終的にそれらのデータを本学のバ

ーチャルリアリティー装置CAVEで連結

して回廊巡りのような仮想現実空間として

表現されるという大変興味深いものです。

　私は、新媒介学科の3年生と4年生約

三十五人の特設クラスに光造形という分野

の課題を担当しました。「光」をメディア

として捉えた造形表現に取り組む実技課題

です。家庭で一般的な電球を一つずつ学生

に配り、それを使って形作れる照明オブジ

ェや、光のみでなく影や陰の効果に着目し

た空間インスタレーションを構想し実行し

てみようというものです。

　急速な経済成長の真っ只中にある中国で

は、沿岸を中心に、都市環境や市民の生活

文化が大きく変化してきているようです。

経済活動の活発化に伴い、大衆的な購買と

消費が増大し、ライフスタイルが様変わり

しています。その分、デザインやアート等

の文化活動に対する活発な需要が生じてい

るようです。

　来年度以降も女子美と広州美術学院との

相互訪問、交換授業や留学生派遣などの交

流が期待されます。

 （芸術学部メディアアート学科教授　ヤマザキミノリ）

横井玉子先生の肖像を作り終えて

　横井玉子先生の肖像制作のお話を頂いた時は、有
難い事だと思いながら、私には大変な難題でした。
手元に3枚の写真が届きました。凛として正面を見
つめる和服姿の知性と気品の漂う、それでいてモダ

ンな先生に、すっかり囚われてしまいました。それ
から先生との格闘の日々でした。明治という疾風怒
涛の時代に、津田梅子・下田歌子などの様に新しい
女子教育界の権威として生きたのではなく、極めて
特異な女子の美術学校を創設した先生の詩と真実を、
どこまで探り採れたか？本校の庭に建つ像の前を通
るたびに、嬉しさと不安が波立つのです。

 （芸術学部立体アート学科教授　津田裕子）
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　昨年7月6日、4月にオープンしたばか

りの「明治大学アカデミーコモン」にて、

脇田客員教授引率による自作彫刻の見学会

を実施しました。東京・駿河台にある「明

治大学アカデミーコモン」は生涯教育の拠

点としてユニバーサルデザインを目指して

つくられた施設で、研究室や教室、大講堂、

博物館などで構成されています。建物周辺

や建物内に脇田教授の彫刻作品が設置され

ており、今回は教授に引率していただき、

学生に自作彫刻の解説をしていただきまし

た。参加者の募集にあたっては大学・短大・

学科・専攻等の枠を設けない形をとり、別

「日本と欧州の現代美術とその交流」

　昨年7月12日、「絵画」の授業の中でデ

ュッセルドルフ国立芸術大学出身のエヴ

ァ・マリア・渋谷女史の公開講評会と講演

会を開催しました。「絵画」は教員免許状

取得のための授業で、公開講評会には教職

課程を履修中のほぼ全学生が参加し、講演

会には別科現代造形専修の学生、学部学生

他、多数の参加がありました。

エヴァ・マリア渋谷氏 公開講評会＆講演会

エヴァ・マリア先生による講評
（造形学科デザインコース クラフトデザイン系

テキスタイルデザイン2年 播磨 志津子）

　絵画の授業で、エヴァ・マリア先生による公開講
評会に出席し、自らの作品を講評していただきまし

た。デッサンと油絵の二点をみていただき、じっく
りと作品を見つめ、思ったことを言葉で優雅に表現
し、先生自身が感じたことを述べられました。それ
は決して「このようにした方がよい」というアドバ
イスではなく、「こっちの方があなたらしい」という
自分の作品に対しての本人らしさというとても大切
な位置づけをもって講評して下さいました。また、
「とてもおもしろい」と言って、褒めるということ
を必ず一人一人に対してしてくださり、講評後も制
作者がどう動いていけるかという意味を込めている
のがすごく伝わってきました。制作者のもっている
本心が引き立つような部分を決して見逃さずに、作
品を客観的に捉え、他者のものにとらわれずに、そ
の作者自身が持つ良さも人柄と共に観察し、会話で
コミュニケーションを交わすということを必ず行っ
ていることに気が付きました。作品の良さや欠点を、
作品を誰よりも長く見ている制作者よりも、遙かに
短い時間の中で、ひとりひとりの個性溢れる特質も
掴んで言葉で表現するということは本当に難しいこ

場所と一体化しながらも存在感のある彫刻
（芸術学部立体アート学科1年 田尻 紡）

　今回観た作品は設置場所の明治大学に合うような
とてもデザイン性の強い作品ばかりでした。大学の
広場の南側には立体グリッドが池の上に組まれ、そ
こに脇田愛二郎先生のパイプによる立方体を回転さ
せた軌跡を表現する彫刻が付けられていました。建
築や広場と一体化していながらも、存在感のある環
境彫刻でした。ほかの作品も同じテーマの作品が宙
吊りされ空間を演出していたり、裏側やホールにも
作品設置されてありました。どの作品も場所の空間
をとてもうまく利用していました。いくつかある作
品の中で野外に設置されているもので、同じように
パイプによる立方体が自然の風によって回転すると
いう作品がありました。風で立方体が回転すること

Topics 3 陶芸作家 髙鶴 元 氏 特別講演会
　米国在住の陶芸作家、髙鶴元（こうずる　げ

ん）先生の特別講演会「わが陶芸人生」（主催：

芸術学部工芸学科・教育支援センター）が11

月24日、相模原キャンパスで開催されました。

　はじめに、NHKで制作された、制作現場や

作品発表の様子を紹介したビデオを放映され、

その後講演が開始されました。

　髙鶴先生（1938年福岡県生）は子供の頃

から独立心、反骨精神が強く、陶芸家の家に生

まれながらも、早くに独立されました。その後

は朝鮮半島から日本に連れてこられた陶器職人

達が残した陶片の収集を行い、古陶器や釉薬の

研究を進められました。30歳過ぎに日本工芸

会正会員になり、百貨店などで展覧会を開けば

即日完売となるような陶芸家として成功されま

した。しかし大金を稼いでは友人知人と散財す

るような人生に疑問を感じ、周囲の反対を押し

切って渡米する事を決断されました。アメリカ

での生活は、初め様々なトラブルに巻き込まれ

るなどご苦労されたようですが、自由な雰囲気

と異文化との接触は先生の制作活動にとって大

変刺激的な毎日だったようで、数年で帰国する

つもりだったにも関わらず、以来、米国に永住

し作家活動を続けていらっしゃいます。（87

年に永住権を取得）「私は社会から評価された

作品は二度と作りません。自分で自分をコピー

するようになっては芸術家ではないと言い聞か

せています。常に自分自身を壊し続ける事が大

切だと考えています。『Change（チェンジ）』

『Challenge（チャレンジ）』『Create（クリエ

イト）』この3Cが私の信条です。」という言葉

がとても印象的で、強く大きなエネルギーを感

じることのできた講演会となりました。

　当日、会場には、髙鶴先生のセラミック（金

属）を使用した非常に斬新な作品も数点、特別

展示され、講演終了後、学生達は、その作品を

とりかこみ、熱心に鑑賞し、様々な感想を交わ

している場面も見受けられました。

 （芸術学部工芸学科助教授　山本健史）

脇田愛二郎客員教授引率による自作彫刻のウォッチング
によって作品からできる影も同時に変化していまし
た。この作品は時間やその日の気候によって様々な
表情をみせてくれる作品だと先生がおっしゃってい
ました。実際に作品をみながら脇田先生がとてもわ
かりやすく、丁寧に説明してくださり、短い時間を
本当に有意義に過ごすことができ、良い体験ができ
ました。

科の学生の他、立体アート学科の学生も参

加しました。

とであり、簡単には出来ないことです。また講演会
では、コメントと共にたくさんのスライドを拝見し
ましたが素晴らしいものばかりでした。これから自
分と向き合い、対等に制作をしていく中で、大いに
参考にしていきたいと思います。



女 子 美 No.15010 女 子 美 No.15011

JOSHIBI UNIVERSITY OF ART AND DESIGN

N E W S
4「過剰包装の抑制」学生がポスターをデザイン

5 ブータン王立美術工芸学校長が岩絵具製法を学ぶ

　今年度、杉並区では「すぎなみ環境賞」

を創設しました。この賞は、杉並区内の団

体や個人で、環境に貢献した方々を表彰し、

区民みんなで環境問題を考え行動すること

を目的にしています。

　2004年は、ごみの量を減らすため「過

剰包装の抑制」がテーマ。環境大賞とは別

に、環境に良くない過剰包装をする企業や

業界に対して「厚着賞」という賞を授与し

てしまう過激な賞が設定されました。ちょ

うどアカデミー賞に対してのラズベリー賞

のような形です。例えば、お歳暮、お中元

商品やコンピュータソフト販売用のパッケ

ージは、紙やダンボールによって過剰に包

装されています。消費者は、結局ごみにな

るものまで買わされている状態です。でき

るだけごみにならないパッケージを考えて

もらう、ごみの発生源自体を減らそうとい

うのが「過剰包装の抑制」の狙いです。

　毎年、「マイバッグ推進運動」の一環でポ

スター制作をしている有志メンバーに「す

ぎなみ環境賞」告知のポスターとトロフィ

ーのデザインの依頼がありました。学生デ

ザインの中から、メディアアート学科1年

中村有希子さんの作品が選ばれ、ポスター、

チラシ、そしてイラストをもとに中村さん

にトロフィーも制作してもらいました。

　10月17日には「環境博覧会すぎなみ

　ヒマラヤ山脈の東側、ブータン王国東部

の都市タシ・ヤンツェにある王立美術工芸

学校のラム・ケザン・チョペル校長と、首

都ティンプーにある王立美術工芸学校の

ジグメ・イエツェール校長が、国際交流基

金の助成を受けた日本ブータン芸術委員会

＜代表理事：山田真巳氏（日本画家）＞の

招きで、昨年10月12日から25日まで画

材の研修旅行のため来日され、10月16・

17日女子美術大学で岩絵具について研修

されました。

　仏画「タンカ」の画家でもあるお二人の

学校長の今回の研修旅行の主目的のひとつ

が、ブータンから50年程前に消滅してし

まい、中国やブータンでも発見できなかっ

た岩絵具をブータンの現状に適合する製法

について研修を受けることでした。顕微鏡

などでタンカに適合する粒子の大きさを調

べ、それらを元に数種類の鉱物を使い岩絵

具をつくりました。持参された石からもヘ

マタイトのような美しい色ができ、先生方

はブータンに機材も含めてどのように導入

していけばよいかといったことまで検討さ

れ、研修は一応の成果をあげました。研修

旅行の成果については、ラム・ケザン・チ

ョペル校長が11月1日の日本経済新聞文

化欄に書かれています。

　16日の夜は、日本画の大学院生を中心

に簡単な餅つきなどで、ささやかな懇親会

を行い友好を深めました。

　ブータン王国が誇り高い自国の文化を本

当に地道な農耕文化を含むレベルから継承

していく様子や、ブータン王国の文化に対

する熱い姿勢が見え、力強さを感じると共

に、日本の農業における伝統技術の後継者

問題などについて考えさせられました。

 （芸術学部絵画学科日本画専攻教授　橋本 信）

2004」の会場において表彰式が行われま

したが、予想通り、「厚着賞」を受賞した団

体は会場に姿を見せず、代わってトロフィ

ーデザインした中村さん自身が、ポスター

イラストと同じ衣装メイクで登場し、山田

宏杉並区長よりトロフィーを受け取りまし

た。区長いわく、「厚着賞」を受賞した団体

が、数年後、「すぎなみ環境大賞」を受賞さ

れることを期待します、とのことでした。

 （芸術学部メディアアート学科 助教授　川口吾妻）

6 公募展受賞者紹介
● ねんりんピック ぐんまファッションショー
第9回テキスタイル in 桐生 入選
芸術学部 ファッション造形学科4年 津布工知恵

● ジャパン ファッションデザインコンテスト
イン山口 入選
芸術学部 ファッション造形学科4年 津布工知恵

●ナゴヤファッションコンテスト 2004 入選
芸術学部 ファッション造形学科4年 太田早紀

●第4回YKK FASTENING AWARDS 入選
芸術学部 ファッション造形学科4年 太田早紀

●神戸ファッションコンテスト 2004入選
芸術学部 ファッション造形学科4年 牧野知佳

●  IFTF（International Fur Trade Federation）
International Fur Design Competition 
2005 作品エントリー
芸術学部 ファッション造形学科4年 牧野知佳

●第6回日本刺繍公募作品展 優秀賞
短期大学部造形学科デザインコース 

クラフトデザイン系刺繍 研究生 内田桃子

● ショートショート フィルムフェスティバル
アジア 2004 「ナショナル・ノン・ゴースト・
エンカレッジメント」（奨励作品賞）
芸術学部 メディアアート学科 4年 角田真依子他
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Topics 4 付属高等学校 中国との国際交流がスタート

「美」の交流の始まり
　この度の日中国際交流記念「友好の美展」

と本校生徒・教員の訪中は、友好の扉を開

く大きな成果をもたらすものであった。パ

ートナーとなった北京の中央美術学院附属

中等美術学校（日本の高校に当たる）は、

中国全土から100倍にも達する受験生の

中から選抜された俊英を集めた美術専門の

共学校である。

　パートナーとして、この学校を選んだの

は、そのエリート性の故ではない。初めて

その学校を訪ねたのは13年前になるが、

その時、限られた美術情報の中で、それ故

にか、学生達が迷うことなく、一途にデッ

サンに励む激しいまでの集中力に接して感

動したことがある。そうした現代中国美術

の現状を糸口にしながら、宋・元に代表さ

れる中国文化の真価への理解を深めたいと

いうことがこの計画の底流にあることを言

っておかなければならない。

　11月8日、北京・中央美術学院美術館

における開幕式には、交渉の最初の当事者

であった高天雄元校長、井上恵日本大使館

文化担当官、その他、人民日報、文化報、

北京日報の記者の姿もあった。

　孫遜校長の司会のもと、中央美術学院副

委員長で、中国美術家協会副主席を兼ねる

呉長江先生の歓迎の挨拶を受けて、私は、

先に述べたこの計画の経緯と理由を話し、

今、念願が実現し、間違いなく友好の扉が

開かれた喜びを語った。

　更に日中双方の若い世代が、お互いに研

鑽を重ね尊敬し合えるものを身につけ、一

歩一歩理解を深めていきたい。同時に、日

中が手を取り合って、西欧の「基準」では

ないアジアの「基準」を作り上げていくこ

とが大切であるとつけ加えて私の挨拶を終

えた。

　展覧会の開幕と同時に、会場は中国の生

徒達で溢れ、本校の生徒達を囲み、豊かな

色彩表現や自由な個性について、質問攻め

にあった。

　その後も生徒同士の交流会、故宮をはじ

美術から生まれる国際交流
「友好の美 展」から始まった新たな出会い
　入江 観校長に同行し、初めて中央美

術学院附属中等美術学校を視察したのが

2002年の9月。2年の歳月が経過したこ

の秋、念願の国際交流が実現しました。

　両校の国際交流を記念して『友好の美 

展』と称する展覧会が、中央美術学院美術

館で開催され、2004年度卒業制作の優秀

作品10点を含む、本校高校生の作品238

点が展示されました。開幕式に合わせ、団

長の入江校長が率いる生徒5名を含めた女

子美付属訪中団が北京入りし、付属初の国

際交流の1ページが開かれました。

　中央美術学院附属中等美術学校（以下、

附中と省略）の生徒も女子美付属生も、と

もに美術を学ぶもの同士。美術をもって通

じ合い、友好を深めようと訪中団一同が想

いを寄せ、出発の日を迎えたことはいうま

でもありません。

　アジアに生きる私たちが、東洋の芸術文

化の源泉ともいえる中国を知らずに美術を

学んでいてはいけないという、入江校長の

強い示唆を受け、実現の運びとなったこと

を忘れてはならないでしょう。

　訪中団メンバーに選ばれた5名は、『友好

の美 展』に作品が出品されるということ

が第一条件で、その他に中国との国際交流

をテーマとした作文、総合成績と美術の成

績、そして最終段階の個人面接という厳し

い選考を見事にクリアした生徒たちです。

　11月9日、そんな彼女たちの待ちに待

った展覧会開幕式が行われました。百数十

名から列席した附中の生徒たちが女子美付

属生を取り囲み、作品を前に意見交換が行

われました。午後には、自由参加型の生徒

同士の座談会があり、画学生らしい熱い質

疑応答が続けられました。

　翌11月10日、11日は、故宮博物院や

中国国家博物館、北京市内を見学。万里の

長城や明の十三陵、頤和園なども訪れ中国

歴代の文化芸術に触れることができました。

4泊5日の短い旅でしたが、貴重な体験ば

かりが続きました。

　11月29日には、全校生徒を対象に報告

会を開き、北京での体験と感動を映像とト

ークで伝えました。本校の代表として派遣

された訪中団の生徒たちは、その責任を十

分に果たそうと努めてくれました。

　「訪れた観光名所も良かったけれど、そ

れ以上に附中の学校見学で見せてもらった

生徒の作品や、直接交流した中で感じた彼

らの美術に対する強い姿勢に衝撃を受けま

した。」と語る女子美生。附中側からは「女

子美生の色彩の豊かさや表現の自由さに驚

きました。」という声が多く、同じ美術の

基礎課程を学んでいても、いろいろな差異

があることに気がつきました。違いに驚き、

その理由を知る。それが相互の尊敬の念に

つながるのでした。

　確かな手ごたえを感じた今回の国際交流

ですが、来年は北京から附中生が作品とと

もにやってきます。この新たな出会いを大

切に、これからも真の友好を深めて行きた

いと思います。

 （付属高等学校・中学校 美術科教諭 遠山香苗）

めとする文化遺産の探訪に同行してくれた

生徒と共に友好の確かな手応えが感じられ

た。私たちは、この「芽」を来年中国側を

東京に迎えることによって大事に育ててい

きたいと思う。

　今回の訪中を一貫して誠意をもって遇し

てくれた孫遜校長先生をはじめとする中央

美術学院の皆様に心からの感謝を申し上げ

ると共に、交渉段階から全面的に協力を惜

しまず、実質的に中野暁事務局次長を同行

させてサポートしてくださった日中文化交

流協会にも御礼申し上げたい。

 （付属高等学校・中学校長　入江 観）
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Festival 女子美祭2004　＜杉並キャンパス＞
　2004年10月29日㈮～31日㈰の三日

間、杉並・相模原両キャンパスで女子美祭

が開催されました。今年の相模原キャンパ

スのテーマは「和」。杉並キャンパスのテ

ーマは「女ギラギラ祭り」。今年は不運に

も雨に見舞われ、来場者数が減ることが懸

念されましたが、相模原キャンパスは3日

間で10,696名の来場者が、杉並キャン

パスには11,398名の来場者があり、例

年通りの盛り上がりを見せました。
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J A M 1 女子美アートミュージアム展覧会・講演会 報告

　平成17年3月に大学院を修了する院生

の作品を展示します。作品領域は、洋画、

日本画、版画、デザイン、映像、染織、陶

芸等にわたり、多様な世界が展開します。

会期：平成17年3月2日㈬～3月21日 ( 月・祝 )

会場：女子美アートミュージアム

主催：女子美術大学

　市制50周年記念事業のひとつとして相模原

市教育委員会主催で開催されました。郷土の写

真家江成常夫氏より市に寄贈された作品のうち、

神奈川県の象徴でもある相模川をテーマにした

作品を中心に公開し、郷土愛の醸成と写真文化

の振興を図る目的を持つ展覧会でした。会期中

には、江成氏の講演会、高校生写真部員とのワ

ークショップが開催され、奥行きのある展覧会

となりました。ワークショップに女子美生がボ

ランティアとして参加し活躍したことは、市と

　昨年の「アートってなぁに？」につづく展覧

会です。今回は、女子美中高に加え、相模原市

内の12中学と6高校が参加しました。新しい

試みとして、観客賞を設け、多くの票を得た

10人の生徒に賞品を贈りました。生徒たちに

は励みになったことでしょう。芸術学科仙石教

授と日本画橋本教授の協力により実施したワー

クショップも参加者に好評でした。

 （2004年7月30日－8月29日）

展覧会開催報告

　ピカソ①をはじめ、藤田嗣治②、香月泰男③、

猪熊弦一郎④、有元利夫⑤、若林奮⑥、舟越桂⑦と

いう7名のアーティストがつくった『作家から

の贈りもの』を紹介しました。アトリエに転が

っていた木の切れ端や素材のかけらたち、その

素朴な存在が作家たちの手によって、大切な人

への想いをこめた素敵なプレゼントになってい

ます。この企画は、日頃見ることのない作家の

家庭的な一面を、おもちゃという作品を通して

感じ取ることができる貴重な機会を与えてくれ

ました。

　会期中に開催した、舟越桂氏と有元容子氏の

講演会は、多くの聴衆を魅了しました。また、

今回の企画には学生のグループが積極的に参加

し、ロビーでの学生作品展示やワークショップ

で活躍しました。これは、今後の JAMの活動

に大きな示唆を与えてくれました。

 （2004年9月4日－10月18日）

　相模原市教育委員会主催で昨年に引き続き、

JAMで屋内展示を行いました。昨年を上回る

作品数と入館者数に圧倒された5日間でしたが、

地域との連携をより強めることができた展覧会

でした。 （2004年10月28日－11月1日）

江成常夫写真展　山河風光・ふる里相模川
大学の協力関係に良い効果を与えてくれました。

 （2004年7月7日－7月25日）

作家からの贈りもの　アーティストたちのおもちゃ

①

⑥

②
③

⑦⑤④

展覧会案内 ＜JAM＞

女子美付属生・相模原市内中高
生作品展　あっ、アート！

さがみ風っ子展

①「 平成16年度　女子美術大学・女子美術大学短期大学部／退職教
員記念展」

②「 平成16年度　女子美術大学
大学院　修了制作作品展」

　平成17年3月に定年退職される実技系

の教員を記念する展覧会です。12月にガ

レリア ニケで先行し、JAMに巡回します。

芸術学部が彦坂章子教授 ( 絵画学科 )、後

藤照雄教授 ( デザイン学科 )、松崎笙子教

授 ( デザイン学科 )、山田愛子教授 ( デザ

イン学科 )、短期大学部が小野和子教授 (

美術コース )、齋藤研教授 ( 美術コース )、

志賀洋清教授 ( デザインコース )、宮崎勝

教授(デザインコース)の8名の先生方です。

会期：平成17年1月12日㈬～2月25日㈰

会場：女子美アートミュージアム

主催：女子美術大学



女 子 美 No.15014 女 子 美 No.15015

JOSHIBI UNIVERSITY OF ART AND DESIGN

J A M
J A M 2 舟越 桂氏「おもちゃのいいわけ」

　あんなにかわいいおもちゃを作る人は、す

なわち良い父親と誤解される。子供にとっ

て良い父親かと自分のことを考えれば、 全

くそうではない。子供と遊んだり、良い時間

を過ごしたりしたことは少なかった。上の

男の子は何度か叩いたこともある。下の女

の子には叩きはしなかったが、父親、夫とし

て家族を大事にしてきたとはいえない。ア

ーティストは、たとえ良い作品が出来たと

しても、作品の良さが人間の善さではない。

　子どもにおもちゃを作っている時一番感

じたことは、作るおもしろさであった。子

どもの喜ぶ顔を想像はしているが、一番に

感じたのは自分がわくわくどきどきする感

覚であった。相手のためだけにやっている

のではなく、自分が気持ちよく楽しんでい

えば、軍手で作ったウサギは、皮の感触が

独特のものがあり、他にも皮を使うアイデ

アも持っている。作品のパーツをつなげる

部品として皮を考えている。

　自分の作るおもちゃは動くものが少なか

ったので子どもたちがあまり遊ばなかった。

　遊べるおもちゃを作ろうと意図して作っ

たのが、ヤギの木馬とドールハウスであっ

た。実際子どもたちが喜んで長く遊んでく

れた。娘が中学生の頃、友達とおしゃべり

しながら、木馬に座ってゆらゆらさせてい

るのを見るのはうれしかった。この木馬は、

雑誌の写真をみてコピーした。ボタンを飛

ばしてカップに入れる“びんびん”という

おもちゃも古いアメリカのおもちゃのコピ

ーである。小学生の頃の息子と娘がこれで

遊ぶのをコーヒーを飲みながら見ているの

は楽しかった。子どもたちは、父親の作っ

たものを粗末に扱うことはなかった。

　二冊の絵本は、妻に贈ったもの。一冊は、

クリスマスのうた「リトル・ドラマー・ボ

ーイ」で、もう一冊はルイ・アームストロ

ングの「ホワット・ア・ワンダフル・ワー

ルド」である。どちらも歌詞がよい。小品

のいい歌がもっと絵本になっていいのでは

ないかと思う。

　おもちゃを作ってきたなかで、自分にと

って一番大きかったのは素材との出会いで

あった。毛糸の帽子は存在感や材質が新鮮

であった。木彫を作っているが、いろんな

ことを決めてしまわないようにと言ってく

れているように感じる。

　作品制作には楠を使っている。楠は、香

りがよく固さ、やわらかさが自分に合って

いた。自分の作風が見つかる中で楠に絞ら

れていった。

　子どもも大きくなったので、もうおもち

ゃは作っていないが、これからも素材の遊

びはするし、自分のためにおもちゃを作る

かもしれない。おもちゃを作って得たこと

が、作品のなかに現れていると思う。

 （美術資料センター）

るという子どもに対しての後ろめたいもの

があるので、おもちゃの話をする時は、誤

解をされないようにここから切り出すよう

にしている。

　（ 著書『おもちゃのいいわけ』の作品を

見せながら）

　ブリキは、ふっと思いついた素材で、木

彫に使ったら活きてきた。クラシックカー

を作った時、昔の車のフェンダーが美しく

のびやかな形で、それを表すのに木彫でな

くブリキがぴったりきた。勢いよく強引に

やったからうまくいったといえる。彫刻の

素材や形がベストでなくても、その時間の

過ごし方が前向きな場合、強さが出る。一

台目のクラシックカーが一番力があると思

う。最短時間でできた。一番勢いがある。

ブリキは、何年か後に彫刻に使った。

　計画性もなく思いついたままのイメージ

で何かおもしろいものが見えたとき、本当

は子どもと遊ぶべき時間なのに子どものた

めのおもちゃを作る方にいったりした。意

外な素材との出会いがあり、おもちゃをつ

くることの中にある種の収穫がある。たと

　JAMでは、「作家からの贈りもの」展関連

企画の一つとして、9月18日㈯に出品作

家の一人である舟越桂氏の記念講演会を開

催しました。舟越桂氏は、彫刻家として現

在最も活躍している作家の一人です。講演

は時にほほえましいエピソードや日々のご

自分の心のありようなどをまじえながら、親

としてどのように子供に接してきたかを作

家としての本音で語られて、聞く者に温か

い人間性が伝わってくるものでした。質疑

応答では、次々に続く質問に、時間が足りな

くなるほど熱心にお答えくださいました。

講演要旨

講演会開催報告



女 子 美 No.15016 女 子 美 No.15017

JOSHIBI UNIVERSITY OF ART AND DESIGN

N E W S
7 大学院に新専攻、新研究領域が誕生

　2001年度に新たに芸術学部に開設し

た立体アート学科、メディアアート学科、フ

ァッション造形学科の学生たちがこの春卒

業を迎えます。これに対応して2005年度、

美術研究科修士課程美術専攻に立体芸術、

デザイン専攻にメディアアート造形、ファ

ッション造形の研究領域が新たに開設され

ます。デザイン専攻にはさらにヒーリング

造形の研究領域が開設され、新設3領域で

インターメディア分野として社会とリンク

した研究、クロスオーバーなメディアや研

究に対応していきます。また美術専攻の工

芸の研究領域には従来の染、織、陶のコース

に加え、「ガラス」と「刺繍」のコースが新設

されます。さらに従来美術専攻とデザイン

専攻にあった「美術史」と「色彩学（計画）」の

領域に新領域「芸術表象」を加え、新しく「芸

術文化専攻」が開設されます。

　新しい大学院では所属以外の専攻の実

技・演習科目の履修も可能な柔軟なカリキ

ュラム編成をとり、分野の枠を越えた幅広

い創造活動が可能となります。新設研究領

域からどのような研究や作品が生まれるか、

今後の大学院生の活躍が期待されます。

8 文科省「特色ある大学教育支援プログラム」に採択
　平成16年度「特色ある大学教育支援プ

ログラム」に、本学の取組「美大における

サービス・ラーニングの実践　－アートを

通じた大学と医療・福祉施設との連携」が

採択されました。

　「特色ある大学教育支援プログラム」は、

各大学がおこなっている大学教育の改善に

つながる取組のうち、特色のある、優れた

ものを文部科学省が選定し、公表するもの

です。採択されたプログラムを参考にして

他の大学・短期大学が教育の改善・改革を

進めることで、高等教育全体が活性化する

ことを狙いとしています。

　平成16年度は、国公私立の大学、短期

大学から534件の申請があり、その内58

件が採択され、昨年7月30日に公表され

ました。

　本学の取組は、平成4年より実施してい

る「癒しの壁画（ヒーリング・アート）プ

ロジェクト」を中核とするプロジェクトで

す。これは古い病院や公共施設にありがち

な冷たい雰囲気の空間を明るく快適に変え

るために「ヒーリング・アート（Healing 

Art）＝癒しの芸術」としての壁画をそれ

らの施設に設置することで、病気への前向

きな気持ちや人が本来もっている自然治癒

力を高めることを狙いとする活動です。現

在までに442名の学生が参加し、26箇所

の医療・福祉関連施設に壁画を設置してき

ました。このプログラムの特長は、単にこ

れらの作品を設置するだけでなく、活動の

9 文科省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」に採択
　文部科学省の平成16年度「現代的教育

ニーズ取組支援プログラム」に、本学を含

めた首都圏西部地区にある28大学（※）

が行っている「大学間連携による教養教育

への総合的取組」が選定されました。「現

代的教育ニーズ取組支援プログラム」とは、

社会的要請の強いテーマを設定し、各大学

等から申請された取組の中から、特に優れ

た教育プロジェクトを選定し、財政支援を

行うことで、高等教育の更なる活性化が促

進されることを目的とするものです。今回

採択された具体的な取組は以下3つです。

　教養教育への総合的取組Ⅰ：各大学が提

供する多彩な教養科目の中から学生が履修

したものを所属大学の単位として認定する

「単位互換制度」を実施する（平成11年度

より）。

　教養教育への総合的取組Ⅱ：半期ごとに

学生の希望に合わせた統一テーマを設定し、

隔週土曜180分のオムニバス形式の教養

科目として「共同授業」を開講する（平成

13年度より）。

　教養教育への総合的取組Ⅲ：大学におけ

る教養教育の実現には、前段階における導

入教育（大学前教養導入教育）が必要であ

るため、高校生に「共同授業」の受講を認

め（平成14年度より）、「高校生のための

“大学”セミナー」を開催する（平成15年

度より）。

※ 桜美林大学・大妻女子大学・國學院大学・

国士舘大学・高千穂大学・玉川大学・東

京工芸大学・東京女学館大学・東京農業

大学・麻布大学・神奈川工科大学・鎌倉

女子大学・相模女子大学・産能大学・松

蔭大学・昭和音楽大学・女子美術大学・

田園調布学園大学・女子美術大学短期大

学部・東京田中短期大学・ヤマザキ動物

看護短期大学・山野美容芸術短期大学・

和泉短期大学・相模女子大学短期大学部・

湘北短期大学・昭和音楽大学短期大学部・

田園調布学園大学短期大学部・横浜美術

短期大学

社会的意義・効果などを学生自身に考えさ

せ、また、学生たちはプロジェクトを通し

て医療・福祉施設関係者や高齢者・障害者・

子供たちなどから活動への評価や意見を受

けとるという「サービス・ラーニング」と

しての位置付けを重視している点です。さ

らに学生は、学部・学科の枠を超えての共

同創作を通して専門分野ごとに異なる方法

論や感性を教え合いながら、自分の専門分

野での創作にも応用できる新しい気づきや

発見を得ており、大変有意義なプロジェク

トであるといえます。
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女子美のルーツを訪ねて（L.L. ジェーンズからの影響）

　本校創立者の一人横井玉子は2004年

に生誕150年を迎えた。初めて女性に美

術の道を開き、心を解放して幸せをもたら

し、我国独特の画風を世界に知らせる礎を

創った人である。その名は女性史、美術史

上に輝くことになるであろう。今回はなぜ、

玉子が美術を専門とする女子校を創立した

かに関わるそのルーツについて紹介したい。

　開校当時用意されたのは西洋画、日本画、

彫刻、蒔絵（漆器に絵付け）、造花、編物、

刺繍、裁縫の8科である。1900年の同じ

頃創立された女子校は例外もあるが、良妻

賢母教育を柱とし、その校主のほとんどは

和服仕立て、ミシン関係であり、家政科を

立ち上げ、美的センスを磨くよりも技術重

視であった。女子美を創立した玉子と他校

創立者の着眼点の違いは、西洋と日本の発

想の相違のようで、玉子には西洋人から受

けた教育が強く影響していると思われる。

　玉子は安政元年（嘉永七年）1854年、

黒船来航の翌年、江戸、鉄砲州（東京、築

地）細川家藩邸で家老の原尹胤の娘として

生まれ、騒然とした世相の中で13歳まで

育ち、変わろうとする日本のエネルギーを

見事に受けとめた感性豊かな少女であった。

維新の頃熊本へ移住、明治5年（1872年）

アメリカ留学より一時帰国した横井左平太

（別名伊勢佐太郎）と結婚した。彼は弟大平、

横井玉子はなぜ美術学校を創ったか。　そのⅠ

勝海舟の長男らと1866年に密出国し、ラ

トガースの学校で学んだが、肺を病んだ大

平は明治2年（1869年）に帰国し、日本

の将来を憂えて熊本洋学校創立を提案し、

アメリカ人ジェーンズを教師として招き、

明治4年（1871年）熊本洋学校が開校し

た。（その3ヶ月前に太平は死去 22歳）

　この洋学校は士農工商すべての子弟が男

女を問わず入学できる日本初の共学校で、

34歳で妻子とともに来日したジェーンズ

は一人で数学、英語、物理、化学、地理、

歴史、天文、生物等を日本語を使わずに講

義した。玉子（伊勢タマ）は結婚後再渡米

した夫の留守中、義母つせと暮しながら、

義妹みや、親戚の徳冨初子（蘇峰、蘆花の

姉）の三人と共に熊本洋学校で授業を受け

た。この間にアメリカフィラデルフィアに

創立された女子美術学校（現ムーアカレッ

ジ・オブ・アート・アンド・デザイン）の

話も玉子はジェーンズ夫妻から直接聞いて

いたに違いない。1848年創立された同校

は女性のための美術学校で、現在でも女子

の美術専門の大学は世界に本学とこのムー

アの2校のみである。創立者のサラ・ワー

シントン・ピーター女史は、産業革命で機

械化が進み、家事労働から少し解放された

時間を使い、女性の地位向上のために自立

できる職業を身につけさせたいと考え、テ

キスタイルデザインの学校を創った。洋の

東西を問わず、女性が人間として男性と同

じ心をもつ存在と認められておらず、身売

りが親孝行、女性は子供を産む道具や性の

相手としてのみ見られる時代があったので

ある。

　明治4年より9年まで滞在したジェーン

ズは何よりも人間性を尊重し、日常生活の

充実こそ全ての基礎と考える人であった。

南北戦争では奴隷解放のため戦い、日本女

性も人間らしく幸せにすることが、共に生

きる男性にとっても喜びになることに着眼

したに違いない。彼は、母国より取寄せた

種子で日本にはまだなかった野菜の育て方

や、国産のタンパク質の多い小麦の栽培法

を広め、パンを作り、牛肉、牛乳を勧め、

自動印刷機を取寄せるなど、多方面の文化

に貢献した。玉子はこれほどの能力ある師

から精神面、生活面ともに多大な影響を受

け、そのスピリットは深く魂に刻み込まれ

たであろう。幼い頃より異国の人には恐れ

と憧れを抱き続けていたが、初めて出逢っ

たのがジェーンズ夫妻というのは誠に幸運

であった。夫人から洋裁、洋料理も学んだ

ことで縫い方や切り方よりも色彩や形を重

視し、家事と美を結びつけて考えるように

なったことが、彼女の遣した料理著書や女

性を啓発する数々の論文からみてとれる。

また、玉子が女子美の制服にと考案したも

のも、上衣の打合わせは着物式で、袖は洋

風に肩をふくらませ、下衣は袴で編上げ靴

と組み合わせた、非常に動き易い独創的な

ものである。

　ジェーンズの邸宅には彼の高潔な人格を

慕う者が集まり、邸内で聖書研究会が開か

れ、後に熊本バンドと呼ばれる集まりが結

成された。これが明治九年、師の帰国後、

新島襄の設立した同志社英学校（同志社大

学）の核となり今日に至った。

付 記

　このテーマを書き上げながら湧いてきた

L.L. ジェーンズ氏に関する疑問を熊本洋学

校教師ジェーンズ邸に問い合わせたところ、

平成16年6月15日、館長の櫛野喬一氏よ

り次の回答が寄せられた。

1　 本名はリロイ・ランシング・ジェーンズ

2　 出身地はオハイオ州、ニューフィラデ

ルフィア

 （女子美術大学歴史資料整備委員　青木純子）

熊本市教育委員会文化財課所蔵

ジェーンズ邸
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10 100周年記念大村文子基金

　創立100周年記念事業の一環として、

「100周年記念大村文子基金」は、平成

11年に大村智名誉理事長夫妻からの寄付

を基に、文子令夫人のお名前をいただいて

設立されました。この基金によって運営さ

れている「女子美パリ賞」（第6回）、「女子

美 制作・研究奨励賞」（第4回）、そして

本基金の目的のために功績のあった方、及

び団体に贈られる「大村特別賞」が以下の

方たちに授与されました。

訃 報　－山代 巴さんを悼む－
　中国山地の農村に生きる女性の苦難の生涯を描き、

のちに映画にもなった小説「荷車の歌」などで知られ

ている作家、山代巴さんが、昨年11月7日に杉並区

の病院でご逝去されました。享年92歳。広島県に生

まれ、画家を志望して本学の前身である女子美術専門

学校に入学され、在学中にはプロレタリア美術に関心

を持ち反戦運動に携わっていらっしゃいました。経済

的理由から中退した後、労働運動を通じて知り合った

夫とともに治安維持法違反で摘発され、終戦まで獄中

で過ごされ、戦後は、広島県で農民・農村文化運動や

主婦の生活記録運動、原水爆禁止運動に取り組みなが

ら創作をはじめられました。ベストセラーになった「荷

●女子美パリ賞
　・髙木　彩（ 平成14年本学大学院美術研究科修士課

程美術専攻洋画領域修了）

●女子美 制作・研究奨励賞
　・後藤玲子 （ 昭和52年本学芸術学部産業デザイン科

卒業、昭和62年サンフランシスコアー
トインスティチュート マスターオブフ
ァインアーツ修了）

　・中村由紀 （ 平成6年本学芸術学部工芸科卒業、平成
9年ワシントン大学大学院芸術研究科修
了）

　・馬場知子（ 平成3年本学芸術学部絵画科洋画専攻
卒業、平成4年本学芸術学部絵画科洋
画専攻研究生修了）

前号149号におきまして、記載に誤りがございました。こ
こに訂正いたしますとともに深くお詫び申し上げます。
P10　「美の仕事　女たちのランウエイ」
　　・国方コックラムみどり　→　國方コックラムみどり
　　・陣内昭子（㈱エソティ資生堂 クリエイティブディレクター）
　　　→　陣内昭子（㈱エフティ資生堂 クリエイティブディレクター）
　　・出川涼子　→　出川淳子
P11　廖承志の書「桃李満天下」
　　・中国・深圸市　→　中国・深圳市

訂
正
（
お
詫
び
）

中村由紀
「レッド・ステアー」2003

ベルベット、木、フォーム、キャスター
200×76×102mm
Photo: Kozo Takeuchi

太田 早紀

髙木彩　「pointe du jour」2004　162×130.5mm

後藤 玲子｢3Rivers 2nd Nature｣

馬場知子 「trace -heure‐」 2003
 840×1200mm etching edition 15

●大村特別賞
　・太田早紀（ 本学芸術学部ファッション造形学科在

籍中、「第21回ファッションクリエータ
新人賞国際コンクール」日本グランプ
リ受賞）

車の歌」では日本文化人会議の平和文化賞を受賞され、

戦時下の獄中で生きる女たちの連帯する姿を描いた自

伝的小説「囚われの女たち」などの作品も残されてい

ます。2002年には広島県双三郡三良坂町に山代巴文

学研究所も設立されています。ご冥福をお祈りいたし

ます。

11 ミズノ×リーバイスジャパン®コラボTシャツデザイン採用
　アテネオリンピックが行われた今年の夏、

「地球市民の一員としてスポーツを通じた

社会貢献と世界平和」を表現した3つのコ

ラボレーション Tシャツが日本のスポー

ツメーカーミズノとジーンズトップブラン

ドのリーバイス®によって共同開発されま

した。

　Tシャツデザインは、大学院修士課程

美術研究科美術専攻洋画領域1年の喜多小

百合さんと河野紫さんが担当されました。

「つながり」と「掛け橋」をテーマに、人

と人、国と国、会社と会社が1つになって

いくイメージと、両袖に配置したミズノと

Levi's のロゴを Tシャツ中央のブリッジ

で繋げた「平和の掛け橋」。一人一人が相

手のことを認め合って生まれる一体感と、

「Athene」の文字 +アメリカの地図をイ

メージした「平和の祭典」。一つの情熱が更

なる情熱を呼ぶ！そんな波動が平和に繋が

るというコンセプトの「World Peace」

の3種類です。メンズ・レディースが作ら

れ、限定生産されました。これらは全国

26店舗のリーバイスストア、ミズノ直営

店およびYahooのネット上で昨年7月31

日より期間限定販売されました。


